
～自然災害に強い沿線づくりを目指して～

12月2日（火）阪神電気鉄道株式会社 大阪梅田駅と尼崎駅が、大阪市各駅周辺地
区帰宅困難者対策協議会による「帰宅困難者対策 図上訓練」に参加しました。

上町断層帯を震源とするM7.8の地震が発生し、大阪市内で震度6強～7の激しい揺
れがあったとの想定の下、指定地方公共機関である鉄道会社として「自助」、「共
助」の観点より、「お客さま・社員を守るとともに、帰宅困難者を解消できるよう
早期の運転再開に尽力する」を訓練を通じて学びました。

阪神電気鉄道は、1995年の阪神・淡路大震災で被災した企業として、「自然災害
に強い沿線づくり」を目指し、これからも沿線の皆様とともに取り組みを推進して
まいります。

阪神電車 安全報告書

こちらからご覧ください。
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